
JP 2012-196388 A 2012.10.18

10

(57)【要約】
【課題】糸を取り付けた遊技球によるパチンコ遊技機へ
の不正行為を、糸が切断困難な場合であっても防止可能
なパチンコ遊技機を提供する。
【解決手段】球受け皿から遊技領域に至る途中に、球送
り装置６０が配設され、球送り装置６０に、球受け皿側
から流入した遊技球を遊技領域側に送る球送り動作を行
う球送り部材７０と、押圧部９３と、押圧部９３に連動
して変位する阻止部９２とが配設され、押圧部９３は、
原位置において、遊技球に連結された糸状部材は接触可
能な位置であって遊技球は接触しない位置に配置され、
糸状部材が緊張状態で押圧部９３を押圧して原位置から
変位させることにより、阻止部９２が球送り部材７０の
球送り動作を阻止しない状態から阻止する状態に変位す
るように構成されたパチンコ遊技機。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　球受け皿からの遊技球が、遊技領域に発射され、前記遊技領域に配設された入賞口に入
球可能に構成されるパチンコ遊技機であって、
　前記球受け皿から前記遊技領域に至る途中に、球送り装置が配設され、
　前記球送り装置に、前記球受け皿側から流入した遊技球を前記遊技領域側に送る球送り
動作を行う球送り部材と、押圧部と、前記押圧部に連動して変位する阻止部とが配設され
、
　前記押圧部は、原位置において、遊技球に連結された糸状部材は接触可能な位置であっ
て前記遊技球は接触しない位置に配置され、
　前記糸状部材が緊張状態で前記押圧部を押圧して前記原位置から変位させることにより
、前記阻止部が前記球送り部材の前記球送り動作を阻止しない状態から阻止する状態に変
位するように構成されたことを特徴とするパチンコ遊技機。
【請求項２】
　前記押圧部の前記糸状部材が接触する部位に、刃部が設けられたことを特徴とする請求
項１記載のパチンコ遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、糸状部材を取り付けられた遊技球により行われる不正行為を防止可能なパチ
ンコ遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　パチンコ遊技機に対する不正行為として、糸を取り付けた遊技球を遊技領域に向けて発
射し、糸を操作することでその遊技球を始動入賞口まで誘導して、不正に大当たりを発生
させるなどの行為がなされている。
【０００３】
　下記特許文献１には、糸を取り付けた遊技球を球計数器に流して、糸を操作することに
より遊技球を球検知器付近で往復させて、不正に球を計数させる行為に対する対策として
、玉センサ部分での反転するような遊技球の異常な移動を、レバースイッチで検知するこ
とが記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平１０－８５４４１号公報（第５～７頁、図１）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　糸を取り付けた遊技球によるパチンコ遊技機への不正行為に対する対策として、入賞口
に上記特許文献１に記載のレバースイッチを設けるとすると、入賞口の設置スペースの増
加を招き、液晶画面の拡大に伴って遊技領域が限られてきている昨今のパチンコ遊技機に
とっては好ましくない。そこで、遊技球に取り付けられている糸を遊技機内で切断して不
正行為を防止することが考えられるが、糸が太いときなどには切断困難であるため、不正
行為を防止できない虞があった。
【０００６】
　本発明は、上述の課題を解決するものであり、糸を取り付けた遊技球によるパチンコ遊
技機への不正行為を、糸が切断困難な場合であっても防止可能なパチンコ遊技機を提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
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　本発明のパチンコ遊技機は、球受け皿からの遊技球が、遊技領域に発射され、前記遊技
領域に配設された入賞口に入球可能に構成されるパチンコ遊技機であって、前記球受け皿
から前記遊技領域に至る途中に、球送り装置が配設され、前記球送り装置に、前記球受け
皿側から流入した遊技球を前記遊技領域側に送る球送り動作を行う球送り部材と、押圧部
と、前記押圧部に連動して変位する阻止部とが配設され、前記押圧部は、原位置において
、遊技球に連結された糸状部材は接触可能な位置であって前記遊技球は接触しない位置に
配置され、前記糸状部材が緊張状態で前記押圧部を押圧して前記原位置から変位させるこ
とにより、前記阻止部が前記球送り部材の球送り動作を阻止しない状態から阻止する状態
に変位するように構成されたことを特徴とする。
【０００８】
　また、好ましくは、前記押圧部の前記糸状部材が接触する部位に、刃部が設けられたこ
とを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　遊技球に取り付けられた糸状部材が切断困難な場合には、押圧部が糸状部材に押圧され
て阻止部が変位し、球送り部材の球送り動作が阻止されて、後続の遊技球が遊技領域側に
送られなくなるので、糸状部材を取り付けた遊技球を入賞口に入球させることにより、大
当たりを発生させても、不正行為者は大当たりの出玉を得られない。したがって、糸状部
材が切断困難な場合であっても、糸状部材を取り付けた遊技球による不正行為を防止可能
である。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明に係る第１実施形態のパチンコ遊技機の概略正面図である。
【図２】第１実施形態のパチンコ遊技機における本体枠に対して、前面枠を開けた状態を
示す概略部分斜視図であり、遊技盤を省略している。
【図３】図２に示す状態から、球送り装置を外した状態を示す概略部分斜視図である。
【図４】図３に示す状態の本体枠側の発射装置に対し、球送り装置を配置させた状態と、
球送り装置を外した状態とを示す概略斜視図である。
【図５】第１実施形態のパチンコ遊技機の本体枠側を示す概略正面図である。
【図６】第１実施形態の球送り装置を示す概略背面図である。
【図７】第１実施形態の球送り装置の概略分解斜視図である。
【図８】第１実施形態の球送り装置を示す概略正面図であり、阻止部が球送り動作を阻止
しない状態（原位置）にあるときの図である。
【図９】第１実施形態の球送り装置を示す概略正面図であり、糸状部材を連結された遊技
球が球送り部材に受け入れられた状態にあるときの図である。
【図１０】第１実施形態の球送り装置を示す概略正面図であり、阻止部が球送り動作を阻
止する状態（作動位置）にあるときの図である。
【図１１】第１実施形態の球送り装置の要部斜視図である。
【図１２】第１実施形態の球送り装置の要部分解斜視図である。
【図１３】第１実施形態の球送り装置を通過した遊技球に連結された糸状部材が緊張状態
とされたときの球送り装置の要部概略横断面図である。
【図１４】本発明に係る第２実施形態の球送り装置を示す概略正面図であり、阻止部が球
送り動作を阻止しない状態（原位置）にあるときの図である。
【図１５】第２実施形態の球送り装置を示す概略正面図であり、糸状部材を連結された遊
技球が球送り部材に受け入れられた状態にあるときの図である。
【図１６】第２実施形態の球送り装置を示す概略正面図であり、阻止部が球送り動作を阻
止する状態（作動位置）にあるときの図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　〈第１実施形態〉本発明の第１実施形態のパチンコ遊技機１は、図１，２に示すように
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、本体枠２と、本体枠２にヒンジ結合されて開閉可能な前面枠３と、を備えて構成されて
いる。本体枠２は、外枠（機枠）２ａと、外枠２ａにヒンジ結合されて開閉可能とされ遊
技盤５が設けられた中枠（内枠）２ｂと、を備えて構成されている。前面枠３は、遊技盤
５の前方側に配置される透明なガラス部４１と、ガラス部４１の下方に配置されて、球受
け皿４４を設けた皿ユニット部４３と、を備えて構成されている。皿ユニット部４３には
、遊技球を遊技盤５の遊技領域１２に打ち出すために操作するハンドル４８や、皿球抜き
ボタン４９、通路球抜きボタン５０、演出ボタン５１が配設されている。
【００１２】
　遊技盤５の外縁側には、外側レール部９と内側レール部１０とを有してなるレール部８
が配設され、レール部８で囲まれた遊技領域１２には、中央に配置され画像表示装置１５
が設けられたセンター役物１４や、その周囲に配置される図示しない釘、風車１７、各種
の入賞口、アウト口２３等の公知の部材が配設されている。各種の入賞口としては、普通
入賞口１８、賞球の無い入賞口（ゲート）１９、第１始動入賞口２０、第２始動入賞口（
電動チューリップ）２１、及び、大入賞口（アタッカー）２２が設けらている。
【００１３】
　このパチンコ遊技機１では、ハンドル４８を操作すれば、皿ユニット部４３の内部に設
けられた球送り装置６０の後述する球送り部材７０（図７参照）と、遊技盤５の下方に配
置された発射装置３０の発射杆３２（図５，６参照）とが連動し、球受け皿４４上の遊技
球が、球送り装置６０の球送り部材７０によって、１球ずつ、発射装置３０の後述する発
射レール３５上に送られ、ついで、発射装置３０の発射杆３２が、発射レール３５上の遊
技球Ｂを、叩いて発射させることから、遊技球が、発射装置３０からレール部８を経て遊
技領域１２に打ち出されることとなる。
【００１４】
　そして、遊技領域１２に打ち出された遊技球Ｂは、普通入賞口１８、ゲート１９、第１
始動入賞口２０、第２始動入賞口２１、大入賞口２２、アウト口２３のいずれかに入球す
る。この時、遊技球が、普通入賞口１８、第１始動入賞口２０、開放時の第２始動入賞口
２１や大入賞口２２に入賞すれば、所定数の遊技球が球受け皿４４上に払い出され、ゲー
ト１９を通過すれば、抽選により第２始動入賞口２１を所定時間若しくは所定回数開放さ
せることとなる。また、遊技球が、第１始動入賞口２０や開放時の第２始動入賞口２１に
入賞すれば、抽選により、大当たり、中当たり、小当たり等の当たりや外れが決定され、
当たりとなれば、大入賞口２２を、その当たりに応じて開放時間、開放回数、入賞個数等
を制限して、開放することとなる。これらの作動や遊技フローは、公知のものであるので
説明を省略するが、遊技盤５の背面側（後面側）に配置された図示しないメイン制御基板
が、入賞時のセンシングに基づき、各種の作動信号を出力して、第２始動入賞口２１を開
放したり、大入賞口２２を開放したりする。そして、メイン制御基板から受信した信号に
基づいて、遊技盤５の背面側に配置された図示しない払出制御基板が、所定数の遊技球を
払い出したり、遊技盤５の背面側に配置された図示しないサブ制御基板が、ランプ２７や
スピーカ２８等を作動させつつ、所定の演出を画像表示装置１５に表示したりする。
【００１５】
　発射装置３０について説明すると、発射装置３０は、図４～６に示すように、前方側を
カバー３３に覆われた発射杆３２と、発射通路３４と、を備えて構成されている。発射杆
３２は、揺動中心部３２ａから放射状に延びる打球部３２ｂとアーム部３２ｃとを備え、
揺動中心部３２ａが図示しないロータリソレノイドの通電によって回動されれば、発射杆
３２が、正面視で、打撃位置ＢＰまで時計回り方向に回転し、発射通路３４の発射レール
３５上にある遊技球Ｂを打球部３２ｂによって叩き、ついで、ロータリソレノイドの通電
停止により、発射杆３２が、図示しない磁石の吸着力と自重とにより、反時計回り方向に
回転して、復帰位置ＦＰに復帰することとなる。なお、アーム部３２ｃは、発射杆３２の
打撃位置ＢＰと復帰位置ＦＰとへの配置を的確に行えるように、図示しない所定のストッ
パに当接して、発射杆３２を一定位置に配置できるように構成されるとともに、発射杆３
２の復帰時に、所定位置に配置された磁石に吸着されるように構成されている。
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【００１６】
　発射通路３４は、板金製で上面側をＶ字状に凹ませた発射レール３５と、その周囲の下
ガイドレール３６及び上ガイドレール３７と、を備えて構成され、さらに、後面側を、発
射装置３０のベース板３１に囲われ、前面側を、前面枠３側の球送り装置６０等の部材に
囲われて、構成されている。発射レール３５上で打球部３２ｂに叩かれた遊技球Ｂは、発
射通路３４を上昇し、中枠２ｂに設けられた転動路２ｃ等を経て、レール部８側に発射さ
れ、レール部８を経て、遊技領域１２に打ち出される。
【００１７】
　レール部８の下方には、図２に示すように、前面枠３側に設けられた球案内樋部５３が
配設されている。この球案内樋部５３は、発射装置３０によって発射された遊技球Ｂが遊
技領域１２に打ち出されずにレール部８内を戻ってくる遊技球Ｂを、球受け皿４４側に戻
す戻し通路５４を備えて構成され、外側レール部９の下端９ａの下方に、戻し通路５４の
流入口５４ａを開口させている。さらに、球案内樋部５３には、戻し通路５４の後方側に
配置されて、賞球や貸し出しで払い出される遊技球を、球受け皿４４側に転動させる払出
側通路５５も、配設されている。なお、図２に示す符号５５ａは、払出側通路５５の流入
口であり、符号５６は、発射通路３４を上昇する遊技球を転動させる転動路である。
【００１８】
　球送り装置６０は、図２，３に示すように、球受け皿４４の遊技球Ｂの転動路４５（図
１参照）における終端（下端）の排出口４６に連なるように、配設されている。なお、排
出口４６は、図３に示すように、前面枠３の後面に開口されており、その下縁側には、通
路球抜きボタン５０の操作によりスライドして、球受け皿４４から下方に遊技球を排出す
るように開口するシャッタ４７が、配設されている。
【００１９】
　球送り装置６０は、図７に示すように、ケース６１、ソレノイド６４、揺動プレート６
５、球送り部材７０、ガイドレール部材７７、及び、規制部材９０を備えて構成され、ケ
ース６１は、相互に締結される前カバー６２と後カバー６３とを備えて構成されている。
【００２０】
　ソレノイド６４は、コ字形の支持プレート６６に保持され、支持プレート６６の前後端
をそれぞれ前カバー６２、後カバー６３に形成された突起部に支持させることにより、位
置決めして、前カバー６２と後カバー６３とを締結することにより、ケース６１に組み付
けられる。ソレノイド６４は、通電時、揺動プレート６５を吸着する。揺動プレート６５
は、上端を、支持プレート６６に締結される引張りコイルばね６７と連結させ、上下方向
の中間の支持部６５ａを支持プレート６６の係止片６６ａ，６６ａに支持させている。そ
のため、揺動プレート６５は、支持部６５ａを揺動中心として、ソレノイド６４の通電に
より、先端部６５ｂをソレノイド６４側に接近させ、ソレノイド６４の通電停止により、
引張りコイルばね６７の付勢力により、先端部６５ｂをソレノイド６４から離すように、
揺動する。
【００２１】
　球送り部材７０は、図７，１３に示すように、平面視において略Ｕ字状をなし、「Ｕ」
の字の底部７１に軸支部７１ａが形成されている。そして、軸支部７１ａに支持ピン６８
を挿通させ、支持ピン６８の上下両端を後カバー６３に支持させることにより、球送り部
材７０は、支持ピン６８を中心に、左右方向に揺動可能に配設されている。また、底部７
１の上面には、湾曲した半割り円筒状の突起７４，７５が突設され、突起７４，７５間に
、揺動プレート６５の先端部６５ｂが嵌め込まれている。そのため、ソレノイド６４の通
電と通電停止とにより、揺動プレート６５が支持部６５ａを中心として左右に揺動すれば
、球送り部材７０は、支持ピン６８を中心として、左右に揺動することとなる。球送り部
材７０は、底部７１から左右両側の前方に延びる二つの規制杆部７２，７３を備え、規制
杆部７２，７３の間に、１個分の遊技球Ｂを収納できる凹部７０ａを形成している。規制
杆部７３は、上面は規制杆部７２の上面と同じ高さであるが、規制杆部７２よりも上下方
向の厚みが薄く形成されている。規制杆部７２には、上面から前面にかけて凹む係止凹部
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７２ｂが形成され、また、規制杆部７２の右上前端部は、角部が切り落とされた形状とさ
れて、傾斜面７２ｃとされている。この係止凹部７２ｂの形成位置は、図１０に示すよう
に、球送り部材７０が上方に揺動した状態で、後述する阻止部９２が下方に揺動したとき
に、阻止部９２の先端の係止部９２ａが係止凹部７２ｂに挿入される位置とされている。
また、傾斜面７２ｃは、阻止部９２の阻止部９２ａより下の部分が、規制杆部７２の右上
前端部に当接して係止部９２ａの係止凹部７２ｂへの挿入を妨げることがないように、設
けられたものであり、図１０に示すように、阻止部９２の係止部９２ａより下の部分が傾
斜面７２ｃに当接したとき、係止部９２ａが係止凹部７２ｂに挿入されるように構成され
ている。
【００２２】
　ガイドレール部材７７は、図６，７，１３に示すように、転動路４５の排出口４６に連
通するように、排出口４６の後方に、排出口４６に対向して流入口７８を配置させ、流入
口７８から受け入れた遊技球Ｂを転動させるように転動路７９を配設させている。転動路
７９は、底壁８０と、転動路７９の曲がる外周側に配置される側壁８１と、を備えて構成
されている。転動路７９の終端は、遊技球Ｂを落下させる流下口８２とされており、流下
口８２は、発射装置３０の発射レール３５の上面に遊技球を落下可能な位置に配置されて
いる。転動路７９の底壁８０は、流入口７８から左方に傾斜して下がり、さらに、後方に
曲がりながら下がって、流下口８２に向かうように形成されている。
【００２３】
　図８に示すように、ソレノイド６４の非通電時には、揺動プレート６５の先端部６５ｂ
がソレノイド６４から離れた位置に配置されて、球送り部材７０が左方に揺動した状態と
され、ガイドレール部材７７の流入口７８に、規制杆部７２の前面の受止面７２ａが臨む
こととなる。流入口７８は、上述したように、転動路４５の排出口４６に対向して配置さ
れているので、ソレノイド６４の非通電時には、規制杆部７２の受止面７２ａが、排出口
４６に配置されている遊技球Ｂの球送り装置６０側への流入を阻止することとなる。
【００２４】
　そして、図９に示すように、ソレノイド６４の通電に伴って、揺動プレート６５がソレ
ノイド６４に接近する方向に揺動すれば、規制杆部７２が右方に揺動し、受止面７２ａが
流入口７８から右方にずれるため、排出口４６に配置されていた遊技球Ｂが凹部７０ａ内
に進入する。また、この図９に示す状態、すなわち、規制杆部７３が右方に揺動した状態
では、転動路７９の底壁８０から規制杆部７３の下面までの幅（高さ）は、遊技球Ｂの直
径より小さくなっているので、凹部７０ａに進入した遊技球Ｂは、規制杆部７３の下方を
潜り抜けられない。ついで、ソレノイド６４への通電停止により、コイルばね６７の付勢
力が作用して、揺動プレート６５がソレノイド６４から離れれば、規制杆部７２，７３は
左方に揺動し、規制杆部７２の受止面７２ａが、流入口７８に臨む位置に復帰する。する
と、底壁８０は左方が下がっているため、底壁８０から規制杆部７３の下面までの幅は、
遊技球Ｂの直径より大きくなり、凹部７０ａ内に収納されていた遊技球Ｂは、規制杆部７
３の下方を潜り抜けるように、左下がりの転動路７９の底壁８０（図７参照）上を、左方
に転動し、さらに後方に転動して、流下口８２から、発射レール３５の上面に落下するこ
ととなる。このように、ソレノイド６４の１サイクル分の通電・通電停止により、球送り
部材７０が１回分左右に揺動し、排出口４６からガイドレール部材７７の流入口７８に流
入しようと待機していた遊技球Ｂが、１個ずつ、球送り部材７０の凹部７０ａに流入し、
転動路７９を経て、流下口８２から遊技領域１２側に配設された発射装置３０に送られる
こととなる。すなわち、球送り部材７０は、球受け皿４４側から凹部７０ａに流入した遊
技球Ｂを遊技領域１２側に送る球送り動作を行う。
【００２５】
　図８，１１，１２に示すように、ガイドレール部材７７には、流入口７８を入ってすぐ
右側の規制部材収納部８３に、規制部材９０が配設されている。規制部材９０は、板金製
で、図８に示す原位置（初期位置。非作動位置。）において左側が開放された略半割り円
筒状の基部９１と、基部９１の軸方向に沿った一端部（上側の端部）から後方に延設され
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るとともに、原位置において左斜め上方に延設された板状の阻止部９２と、を備えて構成
されている。基部９１の阻止部９２が延設された側とは反対側の他端部（下側の端部）は
、押圧部９３とされ、押圧部９３の前端角部は、図１２の円内に示す拡大図のように、前
方に突出する薄い切り刃状の刃部９３ａとされている。基部９１には、合成樹脂製の円筒
状の軸挿通部９４が嵌め込まれて固着されている。軸挿通部９４には軸９５が挿通され、
軸９５は、一端が、規制部材収納部８３の前壁部８３ａに形成された軸受部８４に支持さ
れ、他端が、補助壁部８５に形成された軸受部８６に支持されている。したがって、規制
部材９０は、軸９５を中心に回動可能であり、阻止部９２は押圧部９３に連動して変位す
る。
【００２６】
　また、阻止部９２の先端部には、下方に突出する係止部９２ａが形成され、ガイドレー
ル部材７７の上壁部には、下方に突出する突起部９６が形成されている。そして、規制部
材９０が図８，１１に示す原位置にあるとき、阻止部９２の先端部は突起部９６に接触し
て、阻止部９２は自重で下方に揺動しないように突起部９６で係止されている。また、規
制部材９０が原位置にあるとき、阻止部９２は、図８，９に示すように、球送り部材７０
の揺動を妨げず、球送り部材７０は球送り動作可能である。なお、遊技球Ｂの球送りや発
射による振動では突起部９６による阻止部９２の係止が解除されず、かつ、押圧部９３が
糸状部材Ｓで押圧されたときには突起部９６による阻止部９２の係止が解除されるように
、突起部９６と阻止部９２との接触面積や接触部位の形状等が定められる。
【００２７】
　補助壁部８５は、前壁部８３ａとの間に規制部材９０の基部９１を挟むように、ガイド
レール部材７７に後方から嵌め込まれ、ガイドレール部材７７に固定されている。補助壁
部８５には、前方に延びる保護壁部８８が形成され、保護壁部８８は、遊技球Ｂが規制部
材９０の軸挿通部９４に接触しないようにするために、軸挿通部９４の左方（転動路７９
側）に配置されている。また、阻止部９２は、保護壁部８８の上端を越えて、保護壁部８
８の後方に配置されている。保護壁部８８の下端面と、転動路７９の底壁８０の上面との
間は、後述するスリット８９ａに連通するスリット８９ｂとされている。
【００２８】
　前壁部８３ａには、流入口７８の右下角部から右方に凹むスリット８９ａが、形成され
ている。そして、前壁部８３ａには、スリット８９ａに向かって後方に傾斜する傾斜面８
３ｂが形成されている。規制部材９０が図８，１１に示す原位置にあるとき、押圧部９３
は、正面視においてスリット８９ａ内に突出するように（すなわち、正面視においてスリ
ット８９ａの右端から左方に突出するが、流入口７８には突出しないように）配置される
。スリット８９ａはスリット８９ｂに連通し、スリット８９ａとスリット８９ｂとでスリ
ット８９が構成されている。スリット８９内には遊技球Ｂは侵入できないが、遊技球Ｂに
連結された糸状部材Ｓは侵入できるので、押圧部９３は、原位置において、糸状部材Ｓは
接触可能な位置であって遊技球Ｂは接触しない位置に配置されることとなる。
【００２９】
　以上のように構成されたパチンコ遊技機１に対し、不正行為者は、可撓性を有した釣り
糸やたこ糸のような糸状部材Ｓを連結した遊技球Ｂを、通常の遊技球Ｂと同様に、ハンド
ル４８を操作して、球受け皿４４から球送り装置６０を経て発射装置３０に送り、発射装
置３０から遊技領域１２へ打ち出す。その際、糸状部材Ｓの遊技球Ｂ側とは反対側である
元部側は、球受け皿４４側に残しておく。そして、不正行為者は、その糸状部材Ｓの元部
側を引っ張ったり繰り出したりして、遊技球Ｂを操作し、遊技球Ｂを、第１始動入賞口２
０，第２始動入賞口２１に入球させ、それらの入賞スイッチ（球検知スイッチ）２５の部
位で、糸状部材Ｓを操作して、遊技球Ｂを往復移動させることにより、入賞スイッチ２５
を何回もオンさせて、大当たりを発生させるようにする。
【００３０】
　ところで、不正行為者が、上述したように、ハンドル４８を操作して、糸状部材Ｓを付
けた遊技球Ｂを、遊技領域１２に発射すると、図５に示すように、糸状部材Ｓが内側レー
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ル部１０の先端の戻り防止片１００や、遊技領域１２に突設されている図示しない釘等に
引掛かる。この状態で、不正行為者が糸状部材Ｓを引っ張ると、流入口７８に対して球受
け皿４４の転動路４５は右方から接続されているため、糸状部材Ｓは、図１０，１３の二
点鎖線に示すように、流入口７８の右方からガイドレール部材７７に入って、球送り部材
７０の下方を通り、あるいは、球送り部材７０に引っ掛かり、さらに、遊技球Ｂが図５に
示すように左方の上方に打ち出されることにより、転動路７９の流下口８２側の端部が挿
通される後カバー６３の開口部６３ａ（図７参照）の左上角部に引っ掛かった状態で、緊
張状態（張った状態）となる。なお、糸状部材Ｓが緊張状態となる場合は、例えば、球受
け皿４４側に糸状部材Ｓの元部側を残した状態で、遊技球Ｂが落下する重量を糸状部材Ｓ
にかけた際や、遊技球Ｂが発射装置３０により発射されて糸状部材Ｓを牽引した際、ある
いは、遊技球Ｂが遊技領域１２に打ち出された状態で、糸状部材Ｓの元部側を引っ張った
際等に、生じる。
【００３１】
　ここで、遊技球Ｂは、流入口７８の右方からガイドレール部材７７に入って、左方の下
方に流下するので、糸状部材Ｓは、右方からガイドレール部材７７に入って左方の下方に
引っ張られることとなり、流入口７８の右下角部から延設されているスリット８９に侵入
し易い。さらに、糸状部材Ｓは、前壁部８３ａのスリット８９の上方に引っ掛かったとき
も、緊張状態とされて引っ張られたり繰り出されたりすると、前壁部８３ａの傾斜面８３
ｂを滑ってスリット８９に侵入することとなる。したがって、糸状部材Ｓは、緊張状態と
されて引っ張られたり繰り出されたりしたとき、スリット８９の奥に配置されている押圧
部９３に接触し、この状態で糸状部材Ｓが往復動して押圧部９３を押圧することとなるの
で、規制部材９０に対して正面視において反時計回りに回動させる力が加わり、押圧部９
３が原位置から正面視において反時計回りに変位する。阻止部９２は、かかる押圧部９３
の変位に連動して、先端部が突起部９６による係止から外れ、自重で下方に揺動し、図１
０に示すように、係止部９２ａが球送り部材７０の係止凹部７２ｂに上方から挿入される
。この状態で、球送り部材７０が右方へ揺動しようとしても、係止部９２ａが係止凹部７
２ｂの左側面に当たるため、球送り部材７０は右方へ揺動できず、球送り部材７０は凹部
７０ａに遊技球Ｂを受け入れることができなくなる。すなわち、球送り部材７０の球送り
動作が、阻止部９２により阻止される。なお、球送り部材７０が右方へ揺動しようとした
とき、係止部９２ａが滑って係止凹部７２ｂから抜け出ないように、係止部９２ａの表面
または係止凹部７２ｂの内面に、滑り止め加工や滑り止め材の貼付等により、滑り止め面
を形成しておいてもよい。このように、糸状部材Ｓが緊張状態で押圧部９３を押圧して原
位置から変位させることにより、阻止部９２が球送り部材７０の球送り動作を阻止しない
状態から阻止する状態に変位するため、糸状部材Ｓが連結された遊技球Ｂに後続する遊技
球Ｂは、発射装置３０側（遊技領域１２側）に送られなくなる。したがって、不正行為者
は、糸状部材Ｓが連結された遊技球Ｂにより大当たりを発生させたとしても、大入賞口２
２に後続の遊技球Ｂを入球させることができず、大当たりの出玉を得ることができない。
なお、阻止部９２を、球送り部材７０の球送り動作を阻止する状態から阻止しない状態（
原位置）に復帰させるには、前面枠３を開放し、球送り装置６０を取り外して、手動で復
帰させる。
【００３２】
　このように、第１実施形態によれば、遊技球Ｂに取り付けられた糸状部材Ｓが太いとき
など切断困難なときであっても、押圧部９３が糸状部材Ｓに押圧されて阻止部９２が変位
し、球送り部材７０の球送り動作が阻止される状態となって、後続の遊技球Ｂが遊技領域
１２側に送られなくなるので、糸状部材Ｓを取り付けた遊技球Ｂにより大当たりを発生さ
せても、不正行為者は出玉を得られず、不正行為を中止することとなる。したがって、糸
状部材Ｓが切断困難な場合であっても、糸状部材Ｓを取り付けた遊技球Ｂによる不正行為
を防止可能である。
【００３３】
　また、糸状部材Ｓは、緊張状態で押圧部９３に接触して引っ張られたり繰り出されたり
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したとき、押圧部９３に設けられている刃部９３ａに接触して刃部９３ａ上を緊張状態で
往復動することとなるので、糸状部材Ｓが細いときなどには刃部９３ａにより切断される
こととなる。したがって、糸状部材Ｓが連結された遊技球Ｂを用いた不正行為を、より防
止可能となる。
【００３４】
　また、刃部９３ａはスリット８９の奥に配置されているので、球送り装置６０の組付け
時に作業者に接触したり、遊技時に遊技球Ｂと接触したりすることを防止できて、作業者
や正常遊技時の遊技球Ｂを傷付けることを防止できる。
【００３５】
　〈第２実施形態〉次に、本発明の第２実施形態のパチンコ遊技機について説明する。な
お、第２実施形態において第１実施形態と異なるのは、球送り装置と、球受け皿側の転動
路の排出口の位置のみであるので、第２実施形態の球送り装置６０Ａについて主に説明す
ることとし、球送り装置６０Ａの構成要素で第１実施形態の球送り装置６０の構成要素に
対応するものについては、第１実施形態の符号にＡを付して、球送り装置６０Ａ以外の構
成要素については第１実施形態と同じ符号を用いて、説明を適宜省略する。
【００３６】
　図１４に示すように、球送り装置６０Ａは、ケース６１Ａ、ソレノイド６４Ａ、揺動プ
レート６５Ａ、球送り部材７０Ａ、及び、規制部材９０Ａ、を備えて構成され、ケース６
１Ａは、相互に締結される前カバー６２Ａと後カバー６３Ａとを備えて構成されている。
【００３７】
　ソレノイド６４Ａは、第１実施形態のソレノイド６４と同様に、前カバー６２Ａと後カ
バー６３Ａとを締結することにより、ケース６１Ａに組み付けられる。ソレノイド６４Ａ
は、通電時、揺動プレート６５Ａを吸着する。揺動プレート６５Ａは、支持部６５ａＡを
揺動中心として、ソレノイド６４Ａの通電により、先端部６５ｂＡをソレノイド６４Ａ側
に接近させ、ソレノイド６４Ａの通電停止により、引張りコイルばね６７Ａの付勢力によ
り、先端部６５ｂＡをソレノイド６４Ａから離すように、揺動する。
【００３８】
　球送り部材７０Ａは、正面視において略Ｕ字状をなし、「Ｕ」の字の底部７１Ａに支持
ピン６８Ａを挿通させ、支持ピン６８Ａの前後両端をケース６１Ａに支持させることによ
り、球送り部材７０Ａは、支持ピン６８Ａを中心に、上下方向に揺動可能に配設されてい
る。また、底部７１Ａの右側部には、揺動プレート６５Ａの先端部６５ｂＡが嵌め込まれ
ている。そのため、ソレノイド６４Ａの通電と通電停止とにより、揺動プレート６５Ａが
支持部６５ａＡを中心として上下に揺動すれば、球送り部材７０Ａは、支持ピン６８Ａを
中心として、上下に揺動することとなる。球送り部材７０Ａは、底部７１Ａから左方及び
下方に延びる二つの規制杆部７２Ａ，７３Ａを備え、規制杆部７２Ａ，７３Ａの間に、１
個分の遊技球Ｂを収納できる凹部７０ａＡを形成している。また、規制杆部７２Ａには、
上面から前面にかけて凹む係止凹部７２ｂＡが形成されている。この係止凹部７２ｂＡの
形成位置は、図１６に示すように、球送り部材７０Ａが上方に揺動した状態で、後述する
阻止部９２Ａが下方に揺動したときに、阻止部９２Ａの先端の係止部９２ａＡが係止凹部
７２ｂに挿入される位置とされている。
【００３９】
　ケース６１Ａは、前カバー６２Ａに形成された流入口７８Ａを備え、流入口７８Ａは、
球受け皿４４の転動路４５（図１参照）における終端（下端）の排出口４６に連通するよ
うに、排出口４６に対向して、排出口４６の後方に配置されている。なお、流入口７８Ａ
に対して、転動路４５は右方から接続されている。また、排出口４６は、第１実施形態よ
りも左方の位置とされている。ケース６１Ａ内には、流入口７８から受け入れた遊技球Ｂ
を下方に転動させる転動路７９Ａが、形成されている。転動路７９Ａの終端は、後カバー
６３Ａに形成されて遊技球Ｂを落下させる流下口８２Ａとされている。流下口８２Ａは、
流入口７８Ａより下方に設けられるとともに、発射装置３０の発射レール３５の上面に遊
技球を落下可能な位置に配置されている。
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【００４０】
　図１４に示すように、ソレノイド６４Ａの非通電時には、揺動プレート６５Ａの先端部
６５ｂＡがソレノイド６４Ａから離れた位置に配置されて、球送り部材７０Ａが下方に揺
動した状態とされ、流入口７８Ａの中央部に、規制杆部７２Ａの前面の受止面７２ａＡが
配置され、受止面７２ａＡが、排出口４６に配置されている遊技球Ｂの球送り装置６０Ａ
側への流入を阻止することとなる。そして、図１５に示すように、ソレノイド６４Ａの通
電に伴って、揺動プレート６５Ａがソレノイド６４Ａに接近する方向に揺動すれば、規制
杆部７２Ａが上方に揺動し、受止面７２ａＡが上方にずれるため、排出口４６に配置され
ていた遊技球Ｂが凹部７０ａＡ内に進入し、後カバー６３Ａ及び規制杆部７３Ａに支持さ
れる。ついで、ソレノイド６４Ａへの通電停止により、揺動プレート６５Ａがソレノイド
６４Ａから離れれば、球送り部材７０Ａが下方に揺動して、凹部７０ａＡ内に収納されて
いた遊技球Ｂは、規制杆部７３Ａによる支持を失って、転動路７９Ａを下方に転動し、流
下口８２Ａから発射レール３５の上面に落下することとなる。すなわち、ソレノイド６４
Ａの１サイクル分の通電・通電停止により、球送り部材７０Ａが１回分上下に揺動し、排
出口４６から流入口７８Ａに流入しようと待機していた遊技球Ｂが、１個ずつ、転動路７
９Ａを経て、流下口８２Ａから発射装置３０に送られることとなる。
【００４１】
　ケース６１Ａには、流入口７８Ａを入ってすぐ右側に、規制部材９０Ａが配設されてい
る。規制部材９０Ａは、板金製で、第１実施形態の規制部材９０と同様に、図１４に示す
原位置において左側が開放された略半割り円筒状の基部９１Ａと、第１実施形態の阻止部
９２と同様に、基部９１Ａの軸方向に沿った一端部（上側の端部）から後方に延設される
とともに、原位置において左斜め上方に延設された板状の阻止部９２Ａと、を備えて構成
され、阻止部９２Ａは、球送り部材７０Ａの規制杆部７２Ａの上方に配設される。基部９
１Ａの他端部（下側の端部）は、押圧部９３Ａとされ、押圧部９３Ａの前端角部は、第１
実施形態と同様に、刃部とされている。基部９１Ａには、合成樹脂製の円筒状の軸挿通部
９４Ａが嵌め込まれて固着されている。軸挿通部９４Ａには、軸９５Ａが挿通され、軸９
５Ａの前後両端をケース６１Ａに支持させることにより、規制部材９０Ａは、軸９５Ａを
中心に揺動可能であり、阻止部９２Ａは押圧部９３Ａに連動して変位する。また、軸９５
Ａは、球送り部材７０Ａの揺動軸である支持ピン６８Ａよりも右方に少しずれて配置され
ている。したがって、規制部材９０Ａの揺動中心と球送り部材７０Ａの揺動中心は、左右
にずれている。阻止部９２Ａの先端部には、下方に突出する係止部９２ａＡが形成されて
いる。阻止部９２Ａが図１４に示す原位置にあるとき、阻止部９２Ａの先端部とケース６
１Ａ内に形成された図示しない突起部とが接触して、突起部は阻止部９２Ａが自重で下方
に揺動しないように阻止部９２Ａを係止している。なお、遊技球Ｂの球送りや発射による
振動では突起部による阻止部９２Ａの係止が解除されず、かつ、押圧部９３Ａが糸状部材
Ｓで押圧されたときには突起部による阻止部９２Ａの係止が解除されるように、突起部と
阻止部９２Ａとの接触面積や接触部位の形状等が定められる。
【００４２】
　前カバー６２Ａには、流入口７８Ａの右下角部から右方に凹むスリット８９ａＡが、形
成されている。規制部材９０Ａが図１４に示す原位置にあるとき、押圧部９３Ａは、正面
視においてスリット８９ａＡ内に突出するように（すなわち、正面視においてスリット８
９ａＡの右端から左方に突出するが、流入口７８Ａには突出しないように）配置される。
スリット８９ａＡ内には遊技球Ｂは侵入できないが、遊技球Ｂに連結された糸状部材Ｓは
侵入できるので、押圧部９３Ａは、原位置において、糸状部材Ｓは接触可能な位置であっ
て遊技球Ｂは接触しない位置に配置されることとなる。
【００４３】
　以上のように構成された第２実施形態のパチンコ遊技機に対し、不正行為者は、糸状部
材Ｓを連結した遊技球Ｂを、通常の遊技球と同様に、ハンドル４８を操作して、球受け皿
４４から球送り装置６０を経て発射装置３０に送り、発射装置３０から遊技領域１２へ打
ち出す。その際、糸状部材Ｓの遊技球Ｂ側とは反対側である元部側は、球受け皿４４側に
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残しておく。そして、不正行為者は、その糸状部材Ｓの元部側を引っ張ったり繰り出した
りして、遊技球Ｂを操作する。
【００４４】
　遊技球Ｂは、遊技領域１２に発射されると、第１実施形態と同様に、糸状部材Ｓが内側
レール部１０の先端の戻り防止片１００や、遊技領域１２に突設されている図示しない釘
等に引っ掛かる。また、遊技球Ｂは、流入口７８Ａの右方からケース６１Ａ内に入って、
左方の下方に流下することから、遊技球Ｂに連結された糸状部材Ｓは、下方に引っ張られ
て、流入口７８Ａの下端縁に引っ掛かり、この状態で、不正行為者が糸状部材Ｓを引っ張
ると、流入口７８Ａに対して球受け皿４４の転動路４５は右方から接続されており、糸状
部材Ｓは右方に引っ張られることとなるので、図１６の二点鎖線に示すように、糸状部材
Ｓは、流入口７８Ａの右下角部に右方に凹むように設けられているスリット８９ａＡに侵
入することとなる。そして、糸状部材Ｓは、スリット８９ａＡに侵入した状態で引っ張ら
れて緊張状態にされたとき、あるいは、そのような緊張状態で往復動されたときに、スリ
ット８９ａＡの奥に配置されている押圧部９３Ａに接触し、押圧部９３Ａを押圧すること
となるので、規制部材９０Ａに対して正面視において反時計回りに回動させる力が加わり
、阻止部９２Ａは、先端部が図示しない突起部による係止から外れ、自重で下方に揺動し
、図１６に示すように、係止部９２ａＡが球送り部材７０の係止凹部７２ｂＡに上方から
挿入される。この状態で、球送り部材７０Ａが上方へ揺動しようとしても、球送り部材７
０Ａと規制部材９０Ａとの揺動中心がずれているため、規制部材９０Ａが回動せず、球送
り部材７０Ａの上方への揺動は阻止される。したがって、球送り部材７０Ａは凹部７０ａ
Ａに遊技球Ｂを受け入れることができなくなり、球送り部材７０Ａの球送り動作が、阻止
部９２Ａにより阻止されることとなる。なお、球送り部材７０Ａが上方へ揺動しようとし
たとき、係止部９２ａＡが滑って係止凹部７２ｂＡから抜け出ないように、係止部９２ａ
Ａの表面または係止凹部７２ｂＡの内面に、滑り止め面を形成しておいてもよい。
【００４５】
　このように、第２実施形態でも、緊張状態の糸状部材Ｓにより押圧部９３Ａが押圧され
て原位置から変位し、これに連動して、阻止部９２Ａが球送り部材７０Ａの球送り動作を
阻止しない状態から阻止する状態に変位するため、後続の遊技球Ｂが遊技領域１２側に送
られなくなり、糸状部材Ｓを取り付けた遊技球Ｂにより大当たりを発生させても、不正行
為者は出玉を得られず、不正行為を中止することとなる。したがって、糸状部材Ｓが切断
困難な場合であっても、糸状部材Ｓを取り付けた遊技球Ｂによる不正行為を防止可能であ
る。
【００４６】
　また、第１実施形態と同様に、押圧部９３Ａの前端角部は刃部とされ、糸状部材Ｓは緊
張状態でその刃部上を往復動することとなるので、糸状部材Ｓが細いときなどには刃部に
より切断される。したがって、糸状部材Ｓが連結された遊技球Ｂを用いた不正行為が、防
止されることとなる。
【００４７】
　また、第１実施形態と同様に、刃部はスリット８９ａＡの奥に配置されているので、作
業者や正常遊技時の遊技球Ｂを傷付けることを防止できる。
【００４８】
　＜変形例＞以下、変形例について、第２実施形態における符号は省略しながら、説明す
る。
【００４９】
　上記各実施形態では、阻止部９２と押圧部９３とを１つの規制部材９０に設けたが、阻
止部９２と押圧部９３とはそれぞれ別の部材に設けてもよい。要するに、阻止部９２と押
圧部９３とが連動して、押圧部９３を押圧することにより、阻止部９２が球送り部材７０
の球送り動作を阻止しない状態から阻止する状態に変位するように構成されていればよい
。
【００５０】
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　また、第１、２実施形態では、押圧部９３を、流入口７８の右下角部から延設したスリ
ット８９の奥に配置したが、流入口７８に対して転動路４５が左方から連結される場合に
は、流入口７８の左下角部からスリット８９を延設して、その奥に配置してもよい。また
、糸状部材Ｓが引っ掛かると予想される後カバー６３の開口部６３ａの左上角部に、同様
にスリットを設けて、その奥に押圧部９３を配置し、阻止部９２を開口部６３ａ付近に配
置して、流下口８２への遊技球Ｂの流下を阻止するように構成してもよい。すなわち、押
圧部９３の配置位置は、糸状部材Ｓの予想される架設状態によって、適宜変更可能であり
、要するに、押圧部９３は、糸状部材Ｓが接触する可能性の高い位置であって、遊技球Ｂ
が接触しない位置に配置すればよい。球送り装置６０において糸状部材Ｓが接触する可能
性の高い位置には、流入口７８、流下口８２、開口部６３ａの角部や縁部、転動路７９が
曲がっているときの内側の通路面等がある。なお、押圧部９３は、少なくとも原位置にお
いて（少なくとも原位置にあるとき）、糸状部材Ｓが接触可能な位置であって遊技球Ｂは
接触しない位置に配置されていればよい。
【００５１】
　また、刃部９３ａを、切り刃状とせず、切断砥石・やすり・サンドペーパ等の細かい凹
凸を設けた研削具から形成してもよい。
【符号の説明】
【００５２】
　１…パチンコ遊技機、
　１２…遊技領域、
　２０…第１始動入賞口、
　２１…第２始動入賞口、
　４４…球受け皿、
　６０，６０Ａ…球送り装置、
　７０，７０Ａ…球送り部材、
　９２，９２Ａ…阻止部、
　９３，９３Ａ…押圧部、
　９３ａ…刃部、
　Ｓ…糸状部材、
　Ｂ…遊技球。
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